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第 1 章 事業概要 

 

1.1 背景 

ポピュラーカルチャーにおいて重要な位置を占めるマンガ作品に関する史資料は、〈原画／原稿〉

とそれを基に複製大量印刷された〈雑誌・単行本〉という、二つの主要な資料群から構成される。後

者に関しては、図書館のような施設の所蔵品や個人のマンガファンのコレクションが、潜在的なアー

カイブを担ってきたとも言えよう。ところが、この世に 1 点しか存在しない〈原画〉に関しては、そ

うした形態でのアーカイブは存在しにくい。それどころか〈原画〉は、いわば出版過程における中間

生成物であり、過去には廃棄対象や読者プレゼントとなっていたケースすらある。 

 

そのマンガ〈原画〉の価値が、近年、文化資源として、様々な側面から見直されるようになってい

る。しかしながら、その一方で、戦後マンガを支えてきたマンガ家の逝去や長引く出版不況の影響で、

遺族によって廃棄されたり、出版社が管理できなくなったりするなど、従来の〈原画〉の保管基盤が

ここ数年急速に崩壊しつつあるのが現実である。さらに、国内での価値付けがなされていない〈原画〉

は、公共の文化資料として評価し理解される機会を得られないため、何の対策も講じられぬままマン

ガ原画を美術作品と見なしている欧米諸国や中国など一部のアジア諸国へ流出してしまい、かつての

浮世絵と同様の状態を招く可能性が高まっている。実際、2018 年 5 月に手塚治虫「鉄腕アトム」の 1

枚の原画が、フランスのオークションにおいて 3,500 万円で落札されたというニュースが流れ、関係

者に大きな衝撃を与えた。 

 

こうした背景のもと、貴重なマンガ原画の保管やその整理による人材育成においてノウハウを蓄積

している「京都国際マンガミュージアム」を中心に国内連携機関などとともに、文化資源としてのマ

ンガ〈原画〉の 価値付けを試みつつ、産・学・館・民・官等の連携・協力による柔軟なネットワーク

の構築と、〈原画〉のアーカイブ環境の整備を継続して実施する。 
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1.2 目的 

 マンガ分野では、「研究機関等におけるメディア芸術作品のアーカイブ化」を推進・支援すべく、所

蔵情報等の整備を進めるとともに、産・学・館（官）の連携・協力により、分野を横断して課題解決

に取り組む。 

過年度までの具体的内容としては、マンガの原画と刊本（雑誌・単行本）に対象を分け、前者に関

しては横手市増田まんが美術館に「マンガ原画アーカイブセンター」に、後者に関しては熊本大学に

「マンガ刊本アーカイブセンター」にそれぞれセンターを実装するとともに、統合的かつ体系的な「マ

ンガのアーカイブ」の連携基盤整備を推進してきた。 

 このように、これまでも原画／刊本両事業は、“車の両輪”として連携し作業を行ってきたが、両セ

ンターが開設されたことを受け、今年度は、より緊密な共通課題に沿った共同会議を実施し、両セン

ターの早期合流を目標としながら、5 か年事業の最終年度としての総括を意識し、以下の事業計画を

設定した。 

 

①日本のポップカルチャーの象徴であり、メディア芸術の核となるマンガの資料群（原画、刊本）の

保存に関して、引き続き、標準的・体系的な方法の確立に向けた調査研究を行う。そのために、全国

の所蔵館と情報共有できる体制を整えるべく、原画・刊本のアーカイブに関する相談窓口を設けると

ともに、所蔵館連携ネットワークの構築と強化を進める。 

 

②本事業は、将来的なメディア芸術の拠点形成に向けた構想の実現を視野に入れることで、マンガに

限らず、メディア芸術各分野の先行モデルあるいはケーススタディとなることを想定し、中期的観点

から計画を進めている。事業を通じて得られる課題の発見や解決のための情報・知見、そして人材に

ついては、ネットワーク間で広く共有するとともに、事業実施プロセス自体を可視化・アーカイブす

るための調査研究を進める。 

 

③メディア芸術連携基盤等整備推進事業の趣旨に基づき、メディア芸術データベース（ベータ版）に

おいて許諾を得られた作品情報や原画・刊本の存在を公開し、広く国内外に向け、「マンガのアーカイ

ブ」を活用した新たな価値創造に関して問題提起するための調査研究を行う。これに際して、作家本

人やその関係者、出版社など、とりわけ「産」並びに地方自治体との連携の在り方を綿密に検討する。 

なお、両センターを統合した組織の在り方については、出版社などの民間企業でマンガ原画の保存・

収蔵を広く支えていく仕組みを検討するべく令和 4 年度に実施した文化庁会議体（MGAC＋）の協議

を基に令和 5 年度に設立された「一般社団法人マンガアーカイブ機構（以下、MAC）」との合流を目

指すこととする。 
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1.3 実施内容 

①マンガ原画アーカイブセンター（以下、MGAC）の実装と所蔵館連携に向けた調査研究 

事業計画とロードマップの策定に向けた基礎調査として、連携基盤整備推進事業における有識者検討

委員のアドバイスなどを受けながら、以下テーマの実施を検討する。 

 

・相談窓口の実装：窓口業務（電話、HP 等）、出版社及び日本漫画家協会などの関係機関を中心とし

た外部への宣伝活動、相談カルテと処方箋の作成・発行、緊急保護が必要な原画資料の一時保護及

びその移管作業 

 

・所蔵館ネットワークの構築：ネットワーク強化に向けた新たな参画館の確保、連絡会議の調整と開

催、連携館による「原画プール」の実践研究及び受入れ体制の強化、収蔵相談等調査依頼の受入れ

と調査員の派遣 

 

・専門人材の育成：「原画アーカイブの手引き」の更なる充実及び保存・修復等専門機関との合同研究 

 

・収益事業及び支援体制構築の調査：所蔵館の収蔵原画を活用した展示・出版等の立案、ゲンガノミ

カタ展の巡回支援、プール原画の活用を目的とした展覧会の構築支援、将来的な自走化に向けた支

援金募集・受入れ体制の検討 

 

②原画／刊本事業の合同会議開催（実施期間：年 11 回開催） 

マンガの原画と刊本は、資料の価値付けや活用方法において表裏一体の関係にある。両者のアーカイ

ブについてそれぞれ考えてきた原画／刊本両事業の早期合流を目指し、両者の共通課題を抽出した以

下のような共同会議を両事業の持ち回りで実施する。 

 

・原画、刊本の両センターの情報共有及び課題の抽出とその検討 

 

・MAC への合流を視野に入れた各種事務調整 

 

・両センターの継続運営を視野に入れた中長期計画の検討 
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1.4 実施体制 

本事業は、「MGAC」を中心として全国の所蔵館・マンガ関連施設に関わる学芸員、研究者などの

参画により実施された。 

 今年度の事業内容の詳細に応じて、原画、刊本事業の合同会議である「マンガアーカイブ協議会」、

マンガ原画保存に関するネットワーク構築のための「マンガ原画アーカイブネットワーク部会」の 2

部会を設置し、メンバーがそれぞれいずれかの部会に属して研究や事業の推進を図った。 

 

表 1－1 参加メンバー一覧 

役職 名前 所属 

コーディネータ 大石  卓 横手市増田まんが美術館 館長 

アドバイザー 吉村  和真 学校法人京都精華大学 理事長 

アドバイザー支援 イトウ  ユウ 京都精華大学マンガ学部 特任准教授 

メンバー  

鈴木 寛之 
国立大学法人熊本大学大学院 人文社会科学研究部（文学系） 

准教授 

表  智之 北九州市漫画ミュージアム 学芸担当係長 

ヤマダ トモコ 明治大学米沢嘉博記念図書館 

木村  仁 株式会社街づくりまんぼう（石ノ森萬画館指定管理会社） 

倉持  佳代子 京都国際マンガミュージアム 学芸室 学芸員 

下阪 卓也 北栄町 観光交流課 観光戦略室 主事 

大川 純子 高知県 文化生活文化国際課 まんが王国土佐室 室長 

中平 花 高知県 文化生活文化国際課 まんが王国土佐室 主査 

栗原 利香 熊本県湯前町教育委員会 教育課 社会教育係 主幹 

 

 

連携機関：青山剛昌ふるさと館（鳥取県北栄町）、石ノ森萬画館、北九州市漫画ミュージアム、京都国

際マンガミュージアム、高知まんが BASE（高知県）、明治大学米沢嘉博記念図書館、湯前町立湯前

まんが美術館（熊本県湯前町）、横手市増田まんが美術館［50 音順］ 
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1.5 実施スケジュール 

実施期間：令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 2 月 28 日 

 

スケジュール 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

全体事業           
中間報告 

資料作成 

原画・刊本合同 

マンガアーカイブ 

協議会① 

4/24（オンライン） 

マンガアーカイブ 

協議会② 

5/14（オンライン） 

マンガアーカイブ 

協議会③ 

6/18（オンライン） 

マンガアーカイブ 

協議会④ 

7/23（オンライン） 

マンガアーカイブ 

協議会⑤ 

8/9（秋田） 

マンガアーカイブ 

協議会⑥ 

9/17（オンライン） 

マンガ原画 

アーカイブセンタ

ー（MGAC） 

業務全般 

アーカイブ実務研

修 

など     

      

ネットワーク会議

部会 
        

ネットワーク会議

① 8/9（秋田） 
  

図 1－1 部会ごとの会議日程一覧（前期） 

 

スケジュール 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

全体事業      報告書とりまとめ 
最終報告会 

2/25 

原画・刊本合同 

マンガアーカイブ 

協議会⑦ 

10/24（熊本） 

マンガアーカイブ 

協議会⑧ 

11/26（オンライ

ン） 

マンガアーカイブ 

協議会⑨ 

12/24（オンライ

ン） 

マンガアーカイブ 

協議会⑩ 

1/28（オンライン） 

マンガアーカイブ 

協議会⑪ 

2/13（オンライン） 

マンガ原画 

アーカイブセンタ

ー（MGAC） 

業務全般 

アーカイブ実務研

修 

など 

        

ネットワーク会議

部会 

ネットワーク会議

② 

10/24（熊本） 

        

図 1－2 部会ごとの会議日程一覧（後期） 
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1.5.1 会議スケジュール 

■マンガアーカイブ協議会 

第 1 回：令和 6 年 4 月 24 日（水） 16:00～17:00 

第 2 回：令和 6 年 5 月 14 日（火） 16:00～17:40 

第 3 回：令和 6 年 6 月 18 日（火） 16:00～17:30 

第 4 回：令和 6 年 7 月 23 日（火） 16:00～17:10 

第 5 回：令和 6 年 8 月 9 日（火）  13:00～14:50 

第 6 回：令和 6 年 9 月 17 日（火） 16:00～17:15 

第 7 回：令和 6 年 10 月 24 日（木） 10:00～12:00 

第 8 回：令和 6 年 11 月 26 日（火） 16:00～17:10 

第 9 回：令和 6 年 12 月 24 日（火） 16:00～17:00 

第10回：令和 7 年 1 月 28 日（火）  16:00～17:45 

第11回：令和 7 年 2 月 13 日（木）  16:00～17:00 

 

 

 ■マンガ原画アーカイブネットワーク会議 

第 1 回：令和 6 年 8 月 9 日（火）  15:00～16:30 

第 2 回：令和 6 年 10 月 24 日（木） 15:00～16:40 
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第 2 章 実施内容 

2.1 マンガ原画アーカイブセンターの実装 

2.1.1 相談窓口の活動 

 

【運営体制】 

マンガ原画アーカイブセンター（以下、MGAC） 

・センター長   大石 卓 （横手市増田まんが美術館 館長） 

・センター長代理 柴田 敏範（一般財団法人横手市増田まんが美術財団） 

・主任スタッフ  安田 一平（同上） 

・スタッフ    齊藤 久美子（同上） 

 

図 2－1 MGAC 事務所外観（佐藤養助漆蔵資料館内） 
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図 2－2 事務所内部の様子（増田の内蔵） 

 

図 2－3 事務所内展示の様子（一時保管原画を活用した事業紹介） 
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図 2－4 HP による相談窓口の案内 
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図 2－5 HP 相談受付フォーム 
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図 2－6 HP での事業活動の紹介 
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図 2－7 相談件数と対応状況  
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■原画の一時保管及び収蔵対応状況（令和 7 年 1 月 31 日現在） 

 

図 2－8 原画の一時保管対応状況（令和 3～4 年度） 

■R3年度

NO. 作家名 代表作 相談者 保管区分 相談手法 保管希望先 保管・収蔵先 原画数（概算）

1 川本コオ 鯨魂 親族 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 15,000 枚

2 山田芳裕 へうげもの 編集者 一時保管 対面 指定なし 石ノ森萬画館 14,000 枚

3 花村えい子 霧のなかの少女
原画管理者

親族
一時保管

メール・電話
対面

横手市増田
まんが美術館

MGAC
（漆蔵資料館）

30,000 枚

4 東條仁
CUFFS
～傷だらけの地図～

編集者 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 12,000 枚

5 なきぼくろ バトルスタディーズ 編集者 一時保管 対面 指定なし 石ノ森萬画館 4,000 枚

6 山崎大紀 千代の富士物語 本人 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 10,000 枚

85,000 枚

■R4年度

NO. 作家名 代表作 相談者 相談区分 相談手法 保管希望先 保管・収蔵先 原画数（概算）

1 山崎大紀(追加分) 千代の富士物語 本人 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 18,000 枚

2 松浦まさふみ
機動戦士ガンダム
ムーンクライシス

本人 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 1,000 枚

3 高井研一郎 総務部総務課山口六平太 親族 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 15,000 枚

4 霜月かいり BRAVE10 本人 一時保管 メール・電話 指定なし 石ノ森萬画館 10,000 枚

5 玖保キリコ いまどきのこども 編集者 一時保管 メール・電話
横手市増田

まんが美術館
MGAC

（漆蔵資料館）
12,000 枚

6 オキモト・シュウ 神の雫 編集者 一時保管
メール・電話

対面
横手市増田

まんが美術館
MGAC

（漆蔵資料館）
15,000 枚

7 ムロタニ・ツネ象 漫画日本史 親族・関係者 収蔵
メール・電話

対面
北九州市漫画
ミュージアム

北九州市漫画
ミュージアム

10,000 枚

8 秋里和国 THE B.B.B. 本人・編集者 一時保管 メール・電話 指定なし
MGAC

（漆蔵資料館）
8,000 枚

9 山本夜羽音 マルクスガール 親族 一時保管 メール・電話 指定なし
MGAC

（漆蔵資料館）
8,000 枚

10 原ちえこ 三つのブランコの物語 本人 一時保管 メール・電話
横手市増田

まんが美術館
MGAC

（漆蔵資料館）
25,000 枚

11 士崎雅雪 いけいけ!！ねころメイド 本人 一時保管
メール・電話

対面
横手市増田

まんが美術館
MGAC

（漆蔵資料館）
1,000 枚

12 谷岡ヤスジ ヤスジのメッタメタガキ道講座 親族 一時保管 メール・電話
横手市増田

まんが美術館
MGAC

（漆蔵資料館）
15,000 枚

13 楠本まき KISSxxxx 本人 一時保管
メール・電話
WEB会議

横手市増田
まんが美術館

MGAC
（漆蔵資料館）

3,000 枚

141,000 枚

合計

合計



第 2章 実施内容 

 

15 

 

 

図 2－9 原画の一時保管対応状況（令和 5～6 年度） 
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2.1.2 所蔵館ネットワークの構築 

 

図 2－10 事業連携館の状況 
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■熊本県湯前町への MGAC 事業協力依頼 

日時：令和 6 年 10 月 23 日（水）16：00～17：00 

場所：湯前マンガ美術館（那須良輔記念館） 

内容：湯前まんが美術館を訪問し、同施設を管理・運営する湯前町教育委員会に原画一時保管

事業等への協力を依頼した。また、今後の連携方針について協議した。 

 

 

図 2－11 湯前マンガ美術館（那須良輔記念館）外観 

 

図 2－12 熊本県湯前町への視察の様子  
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2.1.3 専門人材の育成 

【一時保管原画を活用した、保存・修復等専門機関との合同研究】 

マンガ原画の調査研究を行っている学校法人東洋美術学校保存修復科と連携し、一時保管原画の寄

託者の承諾のもと、一時保管している原画の中から様々な年代やジャンル別のマンガ原画を提供。原

画修復技術の向上や後進育成に役立てられている。 

 

 

図 2－13 貸し出した原画一覧 

 

 

図 2－14 原画を使用した授業の様子 
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図 2－15 調査研究の内容 
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図 2－16 調査結果のグラフ（主成分分析（PCA）による原画間の保存状態の違いの可視化）  
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2.1.4 収益事業及び支援体制構築の調査 

■「ゲンガノミカタ展 mini in としま ～山田 貴敏・藤田 和日郎・藤沢 とおる～」での 

ゲンガノミカタ展テキストの活用について 

開催場所：トキワ荘通り昭和レトロ館（東京都） 

開催期間：令和 6 年 4 月 26 日（金）～令和 6 年 7 月 7 日（日） 

内  容：「ゲンガノミカタ」展を複製原画にて、豊島区にゆかりのあるマンガ家の複製原画と 

ともに展示。 

 

図 2－17 開催ポスターの画像 
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■【「矢口高雄原画展」～原画の「魅力」と「価値」を考える～】でのゲンガノミカタ展テキストの 

活用 

開催場所：横手市増田まんが美術館（秋田県） 

開催期間：令和 7 年 1 月 18 日（土）～令和 7 年 3 月 9 日（日） 

内  容：「ゲンガノミカタ」展のテキストはそのままに、事例の原画を、対応する矢口高雄氏の

作品に入れ替え、その解説を加える形で展示。 

 

図 2－18 開催ポスターの画像 
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2.2 原画／刊本事業の合同会議開催（マンガアーカイブ協議会） 

第 1 回 令和 6 年 4 月 24 日（水）16:00～17:00（オンライン会議） 

① 今年度マンガ両事業概要について 

 ・マンガ原画アーカイブセンターの実装と所蔵館連携ネットワークの構築に向けた調査研究 

 ・マンガ刊本アーカイブセンター（以下、MPAC）の実装と所蔵館ネットワークに関する調査研

究 

 ・各事業質疑応答 

 

②年間スケジュールについて 

 ・合同会議年間スケジュール予定の共有 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり、毛利哲哉、鈴木紀成、井上和美 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、森由紀、池田敬二、藤本真之介、乙川想、佐原一江 

横江愛希子、小林由季 

  マンガ原画アーカイブセンタースタッフ：柴田敏範、安田一平 

 

第 2 回 令和 6 年 5 月 14 日（火）16:00～17:40（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

【刊本】マンガ刊本アーカイブセンター運営状況について情報共有 

 

②年間スケジュールについて 

【原画】収益部門について 

【刊本】刊本プール実証実験のとりまとめ（令和 6 年度報告に向けて） 

 以下 

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、森由紀、池田敬二、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想 

横江愛希子、小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 
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第 3 回 令和 6 年 6 月 18 日（火）16:00～17:30（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②各分野協議事項 

【刊本】刊本プール実証実験のとりまとめ 

  

③合流に向けた方向性の確認 

 

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、森由紀、池田敬二、藤本真之介、乙川想 

佐原一江、小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

 

第 4 回 令和 6 年 7 月 23 日（火）16:00～17:10（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

 【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②各分野協議事項 

【原画】MGAC 事業 5 か年事業の振り返り 

【刊本】刊本事業 5 か年振り返りのための課題洗い出し 

 

③次回会議開催について 

場所：マンガ原画アーカイブセンター事務所（秋田県横手市） 

 

 〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、森由紀、池田敬二、藤本真之介、乙川想 

佐原一江、横江愛希子、小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平  
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第 5 回 令和 6 年 8 月 9 日（火）13:00～14:50（MGAC 事務所／オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②各分野協議事項 

【刊本】5 か年事業の振り返り 

 

③ 原画・刊本合流に向けた協議 

 ・今年度の目標、計画の確認 

・合流に向けた今後の体制やテーマ・スケジュール等 

 

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり＊、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、池田敬二＊、藤本真之介、乙川想、佐原一江＊ 

横江愛希子＊、小林由季＊ 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

＊印付きはオンライン会議での参加 

 

第 6 回 令和 6 年 9 月 17 日（火）16:00～17:15（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項 

・事業中間報告に関する資料の確認 

・原画、刊本の合流に向けた今後の協議についての確認 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：椎名ゆかり、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想、佐原一江、横江愛希子 

小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 
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第 7 回 令和 6 年 10 月 24 日（木）10:00～12:00（熊本大学／オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項 

・原画刊本の合流に向けた今後の協議についての確認 

・各分野のブロック制についての確認 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓＊、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志＊、毛利哲哉＊、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想、佐原一江、横江愛希子 

小林由季＊ 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

＊印付きはオンライン会議での参加 

 

第 8 回 令和 6 年 11 月 26 日（火）16:00～17:10（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項 

 ・今後のマンガ事業の体制についての確認 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、藤本真之介、佐原一江、横江愛希子、小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 
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第 9 回 令和 6 年 12 月 24 日（火）16:00～17:00（オンライン会議） 

①運営状況についての報告 

【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項 

・来年度以降の事業内容、体制の確認 

 ・ブロック体制の内容、参加基準について 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり、毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、池田敬二、藤本真之介、佐原一江、横江愛希子 

小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

 

第 10 回 令和 7 年 1 月 28 日（火）16:00～17:45（オンライン会議） 

①今年度マンガ両事業概要について 

 【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項  

・ブロック体制参加団体、組織へのサポートについて 

・原画、刊本の「共同所蔵リスト」について 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想、佐原一江、横江愛希子 

小林由季 

M G A C：柴田敏範、安田一平  
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第 11 回：令和 7 年 2 月 13 日（木） 16:00～17:00（オンライン会議） 

①今年度マンガ両事業概要について 

 【原画】MGAC 運営状況について情報共有 

  【刊本】MPAC 運営状況について情報共有 

 

②マンガ分野協議事項 

次年度以降の体制についての確認 

  

〈参加者〉 

会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、鈴木寛之、表智之、ヤマダトモコ 

  文 化 庁：毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想、佐原一江、横江愛希子、小林由季 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 
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2.3 マンガ原画アーカイブネットワーク会議 

第 1 回 令和 6 年 8 月 9 日（火）15:00～16:30（MGAC 事務所／オンライン会議） 

①今年度事業の取組について 

・事業実施計画の確認 

・MGAC の事業実施状況について 

 

②各参加団体からの近況報告 

③各団体への質問、情報共有 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓、表智之、木村仁＊、ヤマダトモコ 

倉持佳代子＊、下阪卓＊、栗原利香＊ 

  オブザーバー：河﨑積＊、田中千尋＊、松村祥志＊、髙橋颯希＊、中尾章太郎＊ 

  文 化 庁：是永寛志、椎名ゆかり＊、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、池田敬二＊、藤本真之介、乙川想、佐原一江＊ 

小林由季＊ 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

＊印付きはオンライン会議での参加 

 

第 2 回 令和 6 年 10 月 24 日（木） 15:00～16:40（熊本大学／オンライン会議） 

①来年度以降の事業体制について 

・来年度以降の組織体制図（案）の確認 

・来年度以降のネットワーク体制について 

         

②各団体への質問、情報共有 

  

〈参加者〉 

  会議メンバー：吉村和真、イトウユウ、大石卓＊、表智之、木村仁＊、倉持佳代子、河﨑積 

大川純子＊、中平花＊、栗原利香＊、ヤマダトモコ、遠藤由美、中尾章太郎 

  文 化 庁：毛利哲哉、鈴木紀成 

  事 務 局：平尾宏一郎、横浜大、岡部玲奈、藤本真之介、乙川想、佐原一江、横江愛希子 

小林由季＊ 

  M G A C：柴田敏範、安田一平 

＊印付きはオンライン会議での参加 
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第 3 章 成果 

3.1 成果 

・相談窓口の活動 

相談窓口を開設して 5 年目となる今年度も、美術館に隣接する国の重要伝統的建造物群保存地

区「増田の町並み」にある「漆蔵資料館」を事務局兼活動拠点として、窓口業務（電話、ＨＰ等）、

出版社及び漫画家協会等の関係機関を中心とした外部への宣伝活動、相談カルテと処方箋の作

成・発行、緊急保護が必要な原画資料の一時保護及びその移管作業に取り組みつつ、一時保管原

画の保存能力及び活動周知強化に取り組めた。具体的には、資料館内にある内蔵を活用し、マン

ガアーカイブセンター（以下、MGAC）の機能紹介やこれまでの活動実績をパネルで紹介すると

ともに、これまでの事業で製作した原画保存に関する啓発動画を流すなど、マンガ原画のアーカ

イブ推進についての現状を広く周知できた。 

  相談対応については、昨年度から継続している 20 件の相談案件に加えて、新たに 19 件の相談

を受け、計 39 件の相談に対応した。令和 6 年度新規の相談内訳は、直接の聞き取り調査が 3 件、

電話やメール等を介しての調査が 17 件となった。この中でも年々その対応要望が高まる原画プ

ール事業に関しては、6 件の原画プールを実施。緊急保存の必要な原画の救済や版権継承者が抱

える保存問題の解決に対処できた。 

 

・所蔵館ネットワークの構築 

  昨年度に引き続き、連携館による「マンガ原画ネットワーク会議」を 2 回開催。この内 10 月

に開催した第 2 回会議は、熊本県の熊本大学にて対面開催し、細やかな情報交換を実現できた。

また、「原画プール」については、計 79,000 枚の原画を MGAC の事務局兼活動拠点である「漆

蔵資料館」で保管できた。さらに、収蔵相談等調査依頼の受入れと調査員の派遣を実施。このほ

か、原画の一時保管場所拡大に向けた取組において、熊本県湯前町が運営する「湯前まんが美術

館」が正式に原画の一時保管施設として参画することとなったのは大きな成果となった。 

 

・専門人材の育成 

  マンガ原画の調査研究を行っている学校法人東洋美術学校保存修復科と連携し、一時保管原画

の寄託者の承諾のもと、原画を研究授業に貸し出し、原画の劣化具合などの調査研究を実施し

た。この研究データを、今後の原画保存の取組に活［い］かし「原画アーカイブの手引き」の

更なる充実を継続する。 

  

・収益事業及び支援体制構築の調査 

 これまでの取組において、横手市増田まんが美術館がリニューアルオープン企画として令和元

年 5 月に開催した「ゲンガノミカタ展」基にしての巡回パッケージ化を進めてきた。今年度はト

キワ荘通り昭和レトロ館において「ゲンガノミカタ展 mini in としま ～山田 貴敏・藤田 和日

郎・藤沢 とおる～」を開催。ゲンガノミカタ展の複製展示と併せ、東京都豊島区に由来のあるマ
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ンガ家の複製原画を展示した。また、横手市増田まんが美術館にて開催した「「矢口高雄原画展」

～原画の「魅力」と「価値」を考える～」へテキストを提供。さらに、同展示内にて、文化庁事

業並びにマンガ原画アーカイブセンターの活動紹介を行った。また、MGAC の将来的な自走化に

向け、支援金募集や受入れ体制の検討等についても、協議を進めた。 

 

・原画／刊本事業の合同会議開催 

 マンガ分野における原画事業と刊本事業の早期合流に向け、年 11 回の合同会議を開催。特に今

年度は原画、刊本分野の合流に向け、原画、刊本の両センターの情報共有及び課題の抽出とその

検討、MAC への合流を視野に入れた各種事務調整、両センターの継続運営を視野に入れた中長期

計画の検討と協議を行い、来年度以降の本格的な調整に入る基盤及び体制の整備が最大の成果と

なった。 
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3.2 今後の課題と展望 

 

令和 6 年度の本事業の活動内容は、これまでの 4 年間の実績と課題をふまえ、来年度に控えた原画

事業と刊本事業との一本化を見据えて計画された。 

以下、四つのテーマに沿う形で、活動概要とともに課題と展望を述べる。 

 

① 相談窓口の実装 

MGAC では令和 2 年度に、原画保存に関する相談窓口を開設した。その後、年を重ねるごと

に件数が増加しており、原画の一時保管のスペースが逼迫［ひっぱく］している課題が浮き彫り

となった。 

課題解決に向けた方策については、緊急的対応と中長期的対応に分別して協議する必要があ

る。それも含め、来年度より原画と刊本の窓口を一本化し、相談内容の情報集約と対応策の総合

的判断に適した体制の強化、及び窓口の業務内容の整理に取り組んでいく。 

 

②所蔵館ネットワークの構築 

今年度は一時保管先として熊本県湯前町に立候補頂き、以後の段取りについて協議を続けた。

だが、上記窓口に寄せられる相談以外にも、マンガ原画のアーカイブを希望する声は増加してお

り、全国の自治体や関連団体との連携による所蔵館ネットワークの拡充が課題となっている。 

したがって、更なる新規協力施設・団体の確保が必要となるが、そのための課題として、ネッ

トワークの参加条件や参画のメリットに関する広報不足が挙げられる。他方、マンガの中間生成

物に関する議論も進む中、保管対象の拡張的見直しは不可避であり、今後は適切なスペースや保

管条件について検討を進める。また寄贈など受け入れ可能な団体、施設の開拓や、一時保管施設

から、収蔵施設への進展に向けた人材育成など、MGAC からのサポート体制についても協議を

重ねていく。 

 

③収益事業及び支援体制構築の調査 

これまでの成果である「ゲンガノミカタ」を活用した企画展を、今年度は 2 件開催した（内

1 件は収益化）。しかしながら、肝心の収益事業・支援体制構築の面では、一時保管の原画を用

いたパッケージ化も未達成であり、実績不足は否めない。 

ただ、マンガ関連施設だけでなく、国内外の美術館でもマンガ原画を用いた展示は着実に増

えている。そのため、適切な鑑賞方法や詳細な制作プロセス、雑誌・単行本との相乗的理解な

ど、マンガ原画の魅力や価値を引き出す上で「ゲンガノミカタ」のニーズは今後も高まると見

込まれる。シリーズ化や英語版の刊行など、マンガ原画に関する理解促進と収益改善の両面に

有効な具体策を講じる。 
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④原画／刊本事業の合同会議開催 

マンガ分野の活動内容を総合的かつ体系的に推進すべく、原画事業と刊本事業の合同会議「マ

ンガアーカイブ協議会」をほぼ毎月のペースで 11 回開催した。この 4 年間の実証実験で得られ

た様々な成果をふまえ、合流後の体制イメージや意思決定プロセスを協議し、次年度以降の事業

スキームを具体的・段階的に詰めていった。 

詳細な活動内容やメンバーについては未確定の部分も残されているが、原画と刊本の両事業を

一本化する新体制では「一般社団法人マンガアーカイブ機構」が事業全体を統括する想定のもと

で、これまで以上に緊密な産官学連携による展開が期待される。また、従来の実証実験から今後

は実務作業が中心のフェーズに移行するため、マンガ分野全体の持続的な事業展開への貢献が求

められる。 
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付録 

マンガ原画保存の手引（令和 6 年度公開） 
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本報告書は、文化庁の委託業務として、株式会社 DNP エスピーイノベーションが実施した令和 6 年度

「メディア芸術連携基盤等整備推進事業 分野別強化事業」の成果をとりまとめたものであり、第三者

による著作物が含まれています。 

転載複製等に関する問い合わせは、文化庁にご連絡ください。 


